













































































































































































































































‘Six weddings and two funerals’の中で、アナが去っている
間に「わき筋」を盛り込まなかったことが、この脚本の弱点であった
と述べている。確かにそうかもしれないが、アナの不在期間を埋
めているシー ンはなかなか印象的である。
　最初にアナが去ってから次にウィリアムがアナに会うまでの時間
を埋めているのは、マックスとベラが、傷心のウィリアムを励ますた
めに、自宅に次 と々三人の女性を招いて彼に紹介する三つの短
いシ ンーである。これらのシ ンーでは、マックスとベラの家の内部が
それぞれカメラ位置を変えて撮影されている。中でも、「フルー タリア
ン」のケザイアと食事をするシ ンーは、夕方のサンルームの窓越し
にみえる裏庭の緑が非常に美しく、解放感があり、優雅な雰囲気
を醸し出している（図16）。ウィリアムはケザイアに礼儀正しく接し
ているが、心の中では、かつてこの場所でアナとともに過ごした楽
しいディナーのことを思い出さずにはいられない。
　また、二回目にアナが去ってしまった後は、ウィリアムが物思いに
図21　ノッティングヒルの空中写真（Yahoo!Map）
　　　マックスとベラの家は写真のほぼ中心にある
図22　パリ16区パッシーの空中写真（Yahoo!Map）
図21と同一縮尺　　　　　　　　
図 20　共同庭園に侵入するアナとウィリアム
映画「ノッティングヒルの恋人」にみるイギリスのテラスハウス
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ふけりながらポ トーベロー通りを歩いていき、季節が春、夏、秋、冬
と移り変わっていく長回しのシ ンーが入る。色彩に富んだ街の風
景がとても印象的である（図23,24）。いずれにせよ、我 は々これら
のシー ンによっても、テラスハウスとその周囲の環境の魅力にいっそ
う引き込まれていく。
　この映画は、結婚してお腹が大きくなったアナが共同庭園のベ
ンチでウィリアムと共にのんびり過ごしているシ ンーで幕を閉じる 
（図25）。このシ ンーから、彼らがマックスとベラの家と同程度のク
ラスのテラスハウスに新居を構えたことが推測される。
　このようにして、もともと眠れぬ夜にカー ティスが思いついた「おと
ぎ話」は、ノッティングヒルという舞台設定、脇役のキャラクター の魅
力、そしてテラスハウスの生活を丹念に撮ることによってしっかりと
肉付けされ、その結果、決して単純に荒唐無稽として片づけられ
ない、愛すべき作品となった。我 は々、ウィリアムと共にイギリスで暮
らしていくことを決心したアナの選択に納得し、共同庭園のベンチ
の2人を祝福したい気持ちになる。
図25　共同庭園でくつろぐアナとウィリアム
図23　ポ トーベロー 通りを歩くウィリアム①
図24　ポ トーベロー 通りを歩くウィリアム②
